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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究
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1．はじめに

明渭以来の伝統を有する宗教芸能一宝巻は、鄭振鐸氏以後、俗文学研究資料として脚光

を浴び、また明渭時代の宗教史料としても活用されてきた。基礎資料の整備に関しては、

李世琉氏や澤田瑞穂氏などの浩潮な目録解題は言うに及ばず、各地に保存される宝巻資料

の紹介が相次ぎ、さらに各種の大型影印本シリーズ'が刊行されるなど、20世紀後半に飛

躍的な進展があったと言える。

一方、宝巻のパフォーマンスと言うべき「宣巻」については、l950年代からプロレタリ

ア文化大革命終了まで冬の時代を余儀なくされたが、90年代以降、上海近郊、江蘇省靖江、

湘江省紹興など江湘各地での復活が日中の研究者によって調査、報告されている［趙克忠

1993]2[鈴木健之1994,1996]3[磯部祐子1996,2004,2005,2006]4．

筆者はこれらの先行研究に大きな示唆を受け、そのなかでも磯部祐子[2005]を手引き

書として、同論考で紹介されている「新春班」（現在は紅白吹唱班、青春班とも称してい

る）のリーダー、命邦民氏の活動について2006年から2007年にかけて調査をおこない、

いくつか貴重な宝巻の文献資料を入手した。本報告言ではその中から「双状元宝巻」（以

下、「双」と略す）を選んで影印・校勘テキストを公開し、あわせてこの地の宝巻の特徴

などを考察し解題の代わりとしたい。また、前述の磯部氏の調査は、紹興の宣巻のみなら

ず、鶚寄班、蓮花落などの芸能についても及んでおり、地域社会におけるこれら諸芸能の

社会的機能についても詳細に考察された労作であるが、命邦民氏の宣巻については2000

年3月の調査から6年あまりの歳月が経過しており、上演状況などについて変化があると

したら、一体どのような変化が見られるのか、比較しながら検討していく。

！例えば現在利用できる影印本には張希舜等主編『寶巻初集」（山西人民出版社,1994)、

『明清民間宗教経巻文献」（新文豊出版公司,1999)、中國宗教歴史文献集成編蟇委員會

編蟇『民間寶巻」（黄山書社,2005）などがある。

2趙克忠「浦東陳行宣巻之形成与現況」（『上海曲芸芸術』1,pp23-29,1993)
3鈴木健之「生きていた語り物「宝巻」－江蘇省靖江県「倣会講経」の場合」（『東京学

芸大学紀要」第3部門社会科学45,pp297-308,1994)、「江蘇靖江の語り物「大聖宝巻」

と「三茅宝巻」」（「説話・伝承学』4,pp38-52,1996)

4磯部祐子「生き続ける宝巻(上)」（『東方』188,pp2-5,東方書店,1996/11)、「同（下）」

（『東方』189,ppl2-15,東方書店,1996/12)、「中国民間演劇の再燃」（「高岡短期大

学紀要」19,ppl59-170,2004)、「中国民間演劇の現状一紹興の蓮花落・鶚寄班・宝巻を

中心に」（『高岡短期大学紀要」20,pp221-234,2005)、「湘江における灘蓄系演劇の再

興」（『富山大学人文学部紀要』45,ppl41-154,2006)
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2．宣巻、儀礼の調査日程

最初に簡単に2006年度の調査の日程を記しておく。

第1回調査2006年9月15日（調査者：上田望）

【写真l】

時間：2006年9月15日ll:20～12:30

場所：紹興県福全鎮下命村、命邦民氏宅

備考：命邦民氏への聴き取り調査（予備調査）

第2回調査2006年10月13日（調査者：上田望）

【写真2，3，4，5，6】

l)

時間：2006年10月l2日18:30～23:30

場所：紹興県福全鎮下命村、命吉昌氏宅

N29｡58'58．2'!E120｡28'12.7''

上演者：命邦民（通称命毛毛、三絃、二胡担当、福全鎮下命村在住）、愈元二（本名不詳、

胡琴担当、福全鎮下命村在住）、沈老小（本名不詳、唱・木魚担当紹興市越城区清水閨

在住）、沈師母（本名不詳、唱担当、阿岩街道海山村在住）、鳳叙（本姓不詳、唱担当、

福全鎮容山村在住）（敬称略）

上演演目：「双蓮宝巻」

施主名：命吉昌氏

目的：金亜文氏（故人）の五七の法事

備考：五七の法事での宣巻を調査した。l8:32から19:15まで命邦民氏が「道士」として遺

影の前に遺族とともに並んで「悼詞」を読み上げ（【写真2，3】）、読経を行う。引き続

き、遺影の前の卓を左から命邦民、命元二、鳳叙、沈師母、沈老小の順で囲み、「双蓮宝

巻」の宣巻が始まる（【写真4】）。宣巻の途中で、20:05に故人の「寿衣」を杜で消却す

る。20:22から20:32まで休憩。20:32から再開し、21:21に上巻を歌い終わる。21:40に下

巻の宣巻開始。21:44に命氏が祭文を書いて仕で燃やす。22:31から22:40まで下巻の途中

で休憩。22:40に再開し、23:25に歌い終わる。今回の報酬は250元とのことである。

2）

時間:2006年10月13日18:32～22:12

場所：紹興県福全鎮龍尾山村部貴生氏宅

N29｡59!O4.1!!E120｡29!17.3''

上演者：命邦民、王阿牛（本名不詳、福全鎮下命村在住）、王夏忠（福全鎮興聯村王七域

在住）、董百泉（福全鎮興聯村王七域在住）、王志良（福全鎮興聯村王七域在住）、雲根

（本姓不詳、福全鎮興聯村王七域在住）、信賢（本姓不詳、福全鎮梅峰村七賢橋在住）（敬

称略）

上演演目：「楊家将」、「府場」、「宝蓮灯」、「打太廟」

施主名：部貴生氏
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母たちの祈り－紹興「双状元宝巻」試論一（上田望）

「紹興県志』5に拠れば、福全鎮は紹興の越城区から西南6キロ離れたところに位置し、

中華民国時代、小さな村がいくつかあるだけで、定期市もなかったらしい。その後1950

年7月に福全郷となり、1990年12月に福全鎮となり、現在は面積は39.82平方メートル、

人口は1993年の時点で、10672戸、37318人となっており、人口密度は紹興の諸鎮の中で

は中位にランクされる。

下命村は、福全鎮西部の農村で、すぐ隣にもう少し大きい容山村や龍尾山村がある。下

命の真ん中を洪渓（士地の人は下命渓河と呼ぶ）が流れ、河沿いに人家や紡績業などの軽

工業の工場、果樹園、養魚地などが広がる。村の南北と西には切り立った山が聟えており、

特に北西の山にある豆腐尖は香山寺を擁する景勝地としても有名らしい。

今回、たびたび調査でお邪魔させていただいた宣巻の上演者、命邦民氏（男性）は、1941

年の生まれで2007年現在で66歳、もともと小学校の教師であったが、独習で紹劇や宣巻

を学び、32歳の時に教師を辞めてこの世界に入ったという。

宣巻は、江蘇南通や如皐の童子戯のように、テキストを見ながら上演するため、『紹興

市史」6に拠れば「ある程度基礎があれば愛好者でも演じることができ」、それゆえ「宣巻

の芸人は厳格な師承関係は全くない」とのことであるが、命氏の習得歴もほぼこれは当て

はまると言えよう。ただ「基礎」と言っても、命氏の場合は、二胡、三絃を初めとする多

くの楽器が演奏できるほか、「双」の抄本を見ればわかるように達筆でもあり、加えて地

元の人々が言うところの「道士」としての儀礼を簡単にではあるが執り行うことができる

など、かなりの訓練と経験が必要なのではないかと思われる。

また、命氏の「班」の場合、地元の下命村のメンバーは命氏を除けば確認できたのは2

名のみであり、多くのメンバーは福全鎮内外の村から仕事がある時だけ集まることになっ

ている。

彼らの音楽については、やはり『紹興市史」に拠れば紹興宣巻には「宣巻調」と呼ばれ

る斉言句のﾛ昌詞に「南無阿弥陀仏」と続けて唱う曲調と、その他の「調腔」や「紹劇」な

どの演劇から吸収した曲調があることが知られているが、命氏たちの宣巻も明確に二つの

曲調を使い分けており、それらを彼らは「吟経」と「唱越盧|l」と呼び習わしている。

福全鎮、あるいは下命村にどうして宣巻が伝わったかについては、命氏に伺ってもはっ

きりしない。福全鎮に伝わる刊本の宝巻や上演者の少なさ、また福全鎮という街の歴史や

規模から言って、紹興の他の地域から伝わってきた可能性が高いと思われる。

以下の現在の紹興市交通網絡図7を見てもわかるように、下命村は陸路に関しては近くに

幹線道路もなく、薫山・杭州と紹興を結ぶ主要幹線からは離れており、下命村から更に西

に進むと行き止まりになって隣接する鎮（街道）には行けない。また水路に関しても請紹

運河、寧紹運河など大きな運河から遠く、水路（洪溪）も少し東に行けば眉石湖や塙渚江

にアクセスできるが、西側は陸路と同じくダムが障碍となって、そこから先に進むことは

難しい。下命村は宝巻（宣巻）の発信地というよりも、この宗教芸能が最後に行き着いた

5『紹興県志』（紹興県志編委会編，中華書局，1999）第1冊pp419-420,第5編「郷鎮」
第10節「福全鎮」及びpp361-365第4編「民族人口」第3章「人口」第1節「変動」参照。
6「紹興市史」（全6冊，紹興市地方志編委会編蜥江人民出版社,1996)p2295巻36「戯
曲曲芸」第4章「其他戯劇」第4節「紹興宣巻」参照。

7注5前掲『紹興市史」
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

場所と見るべきであろう8．

己

饅

齢'？

【図2紹興市交通網絡図】（『紹興市史」より）

4．「双状元宝巻」について

次に命氏の所蔵する「双」について見ていきたい。

命氏の所蔵本は、A4のノートに毛筆で筆写されたもので、上巻が32頁、下巻が43頁

あり、総文字数は19301¥(句読点含む）ある中編の作品である。命氏はこれを先達の「道

士」から筆写させてもらったのだと言う。磯部祐子氏［2004］によれば、紹興市鏡湖区霊

芝鎮蒋家蚊（村）での宣巻では、「挑選」のために「沈香扇」、「双状元」、［双花」、

8紹興には宝巻がどのように伝わってきたのであろうか。これについては、これから多く

の宝巻のテキストや音楽の異同を地域別に比較、整理しなければ答えは出てこないが、現

在、中国で西北地方を除き「宣巻」が継承されている地域は、上海の商場鎮、江蘇省の靖

江、蘇州近郊、漸江省紹興であり、また湘江では数十年前までは寧波にも宣巻があったと

いう。これらはいずれも大きな河川や運河など水路のネットワークが張り巡らされている

地域であり、明末、杭州一帯には運河の漕手を主体とする羅教の一派がいたことも知られ

ているので、発信地が具体的にどこかはわからないが、水路を利用して江蜥一帯に拡散し

ていったのではないかという見通しを持っている。渭代の民間宗教については､梁景之『渭

代民間宗教与郷士社会」（社会科学文献出版社,2004)pp28-33｢"宝巻流民間宗教”的登

場」を参照。
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母たちの祈り－紹興「双状元宝巻」試論一（上田望）

「何文秀」、「碧玉答」などの宝巻が並べられ、多くは民国期のものとのことであり、命

氏所蔵本も民国期のテキストを抄写したものかもしれない。この地でも命氏に限らず宣巻

芸人はそれぞれ自分の宝巻を所蔵しており、2006年10月12日に調査した宣巻の時は、こ

の命氏の「双」ではなく、「沈老小」が持参した「双蓮宝巻」を使用していた。また福全

鎮内にはこのほかにも「沈香扇宝巻」上下、「双英宝巻」上下などが伝わっていることが

確認されている。

これらの宝巻は繰り返すがいずれも、抄本であり、演唱用のテキストとしての性格が強

く、読み物としては流通していないように見受けられる。たとえば磯部祐子氏も指摘して

いるように、「双状元」もスラッシュこそ入っていないが、白の役害'1分担がそれぞれ、「悲」

（旦、つまり張素珍）、「付生」（李天保、のちには直接「李」と表記される）、「二生」

（張素珍の双子の息子の徐昇と萢瑞祥、のちに「徐」「萢」と表記）など読みやすいよう

に赤いボールペンで記されており、個人が案頭で楽しむためのものには見えない。

「双状元」というタイトルでは、「梁山伯祝英台」故事が有名であるが、これと同じ内

容の作品は管見の限り、見当たらないため、以下に梗概を記す。

巻l

北宋の仁宗皇帝の治世、山東省歴城県李家荘の張素珍は、度重なる天災と飢饅に見舞

われ、父母や夫を亡くし、双子の男子を連れて故郷を離れる。その流浪の旅において、彼

女は孤児の李天保を養子とし、母子四人で河南省へと流れ着き、金山が営む宿屋に泊まる。

しかし、食事にも事欠くため、みんなが生きていくために宿に養子の李天保と双子の一人

を残し、もう一人の子を街へ売りに出掛ける。

河南省太平村の徐国棟は学問を教えながら妻の徐氏と静かに暮らしていたが、五十を超

えても子宝に恵まれず、憂さ晴らしに街をぶらついていたところで張素珍に出遭い、銀50

両で子供を引き取り、将来、子供が大きくなって張素珍と再会したときに親子であること

がわかるようにと、それぞれ片方ずつ子供の靴を取っておくことにする。

また、まもなく五十歳になる萢忠は宝飾品販売を生業とし、家は裕福ではあったが、妻

徐氏（後では李氏）との間に子供がなかった。萢忠は金山の宿屋に家賃を取り立てにいっ

た時に、張素珍が宿に残した双子のもう一人に目をつけ、無理矢理家に連れてかえってし

まう。

子供を徐国棟に売って宿に戻ってきた張素珍は、李天保からもう一人の息子も連れ去ら

れてしまったことを聞き、悲嘆の涙に暮れる。それに追い討ちをかけるように、夜、宿屋

で火事が起き、李天保とも離ればなれになってしまう。

男の子を家に連れ帰った萢忠は妻と相談し、妻が産んだということにして、瑞祥と名付

けて育て、十六年が経過する。

一方、徐国棟に引き取られた子のほうは、徐昇と名付けられ、十六年後に学問を身につ

けた若者に成長した。徐昇はある日、科挙を受験するために都に上りたいと徐国棟に申し

出、これをよい機会と徐国棟は徐昇の生い立ちの秘密を聞かせる。徐国棟は、科挙に合格

すれば実母を見つけ出す術もあるであろうと、ショックを受けた息子を慰め、励ます。

萢家の方では、萢忠は身罷っていたが、徐氏が萢瑞祥を十六年間、しっかりと育てあげ

た。ある日、萢瑞祥も上京して科挙を受験したいと申し出る。徐氏は、頑張るよう息子を
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励まし、伝家の宝である「夜明珠」を瑞祥に渡し、功名を立てたら皇帝に献上するように

と言う（彼の生い立ちの秘密はこの時点ではまだ明かされていない）。

一方、二人の実子を失い、養子の李天保ともはく、れた張素珍は、息子たちとの今生での

再会を夢見ながら物乞いをして生き延びる。

（この後に46句の「吉利話」を並べた物乞いの唱詞が続く）

巻2

張素珍と生き別れた養子の李天保も物乞いをしながら露命をつなぎ､都へとやってくる。

平南王羅定方は、妻郡氏との間に十六歳になる一女がいたが、よい婿が見つからず、悶

々として街を巡っている時にたまたま李天保を見かけ、天保のように容姿端正な若者がど

うして物乞いをしているのか誹り、呼び寄せて事情を問いただす。李天保から事情を聞い

て、羅定方はますます彼を気に入り、娘の婿にするために李天保を王府に連れて帰る。夫

人もこの縁談を喜び、羅定方は夫人の勧めですく､に仁宗皇帝に上奏し、李天保は二省巡按

に封じられる。

羅定方が宮中から戻ると、ただちに李天保と王の女との婚礼が執り行われるが、新婚初

夜の時、鐸々として楽しまない様子の李天保に王の女は理由を問い出す。李天保から秘密

を打ち明けられた王の女は人を派遣して養母を捜すようにと勧める。翌日、二人は任地へ

と赴く。

翰林院の老太師、吉天祥は科挙の考官をつとめ、その時に受験した徐昇は見事に合格す

る｡一方、萢瑞祥は上京が遅れ、試験に間に合わなかったため、吉太師の駕籠をさえぎり、

家宝の夜明珠を献上する。事情を聞いて吉太師は萢瑞祥が翌日、仁宗皇帝の面接試験を受

けることを認める。仁宗皇帝の御前で見事な文章を書き上げた萢瑞祥も合格となり、徐昇

は「新科状元」、萢瑞祥は「献宝状元」となる。

吏部の職にあった王文林は、妻に先立たれ、今年十六になる娘、雲霞の縁談のことで頭

を悩ませていた。そこへ状元となった徐昇が挨拶に訪れる。徐昇と話して彼が独身である

ことを知り、娘との結婚を打診し、徐昇も承諾したため、すぐにその日のうちに華燭の典

を挙げることになる。我が身の幸せを振り返り、実母の身を案じて楽しまない様子の徐昇

を見て、新婦の王雲霞はあれこれと問い尋ねて心配する。徐昇は秘密を話し、雲霞は人を

遣わして実母を捜すよう勧める。

張素珍は、子供たちを探して十八年間、辛酸をなめる。萢瑞祥は故郷へ戻って祖先の霊

に合格を報告すべく都を下る。その途上で物乞いをしている実母張素珍に出遭い、不思議

な感じを覚えたため、彼女になぜこんなに悲しんでいるのか理由を尋ねる。彼女の身の上

話に同情した萢瑞祥は実母とは知らずに家に連れて帰り、母親の徐氏（ここからは李氏に

なっている）も張素珍を雇い人として萢家に置くことを許す。母親は萢瑞祥のために太守、

金延の娘との縁談を進める。

（ここで宣巻は一時休止することになっている）

さて、母親は才色兼備の金太守の娘、金臘との縁談をとりまとめ、婚礼の儀が執り行わ

れる。しかし、実母のことが気がかりな萢瑞祥は新婚夫婦の洞房に入らない。

さて、徐家では、徐国棟の還暦を祝うため萢家に招待状を出す。萢瑞祥は、徐家に張素

珍を遣わし、贈り物を届けさせる｡徐家の門をくく、った張素珍は、徐国棟に会って十八年
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前のことを思い出し、あれこれと徐に尋ね確証を得た彼女は、自分が十八年前に子供を売

った張素珍だと名乗り出る。証拠の靴を見て、徐国棟も納得し、なぜ彼女が萢家の下働き

をしているのか尋ねる。さらに徐国棟は徐昇を呼んで来て実母と対面させ、親子は再会を

果たす。徐父子はこのまま徐家に留まるように勧めるが、張素珍は萢家の恩義に報いるた

めにも筋を通そうと、一旦、萢家に戻ることにする。新郎萢瑞祥との仲がうまく行かずい

らいらが募っていた金臘（橋）は、張素珍の帰りが遅かったことに腹を立て、彼女の顔に

わざと熱い薬湯をかけて火傷させる。

涙を流している張素珍が靴を手にしていることに気付いた徐氏は、その由来を尋ね、張

素珍は事情を説明する。彼女が瑞祥の実母であることを知った徐氏は、瑞祥を呼び出して

親子の名乗りを上げさせ、一同涙を流す。妻の金臘も呼び出して張素珍に挨拶をさせる。

金臘は自分から過ちを詫び、張素珍は彼女を許す。

（ここで宣巻は再度、一時休止となっている）

翌日、徐昇は自ら萢家に母親を迎えにやってくる。しかし、萢瑞祥も張素珍は自分が十

八年前に生き別れになった母親だと主張して、張素珍を徐昇側に渡そうとはしない。そこ

で、二人は巡按府に赴き、白黒をつけることにする。巡按の職にあった李天保は徐、萢二

人の訴えを聞き、証拠の靴を見て、この二人が自分の弟であることに気づき、養母が見つ

かり、また二人の弟が状元となったことを心密かに喜ぶ。真相を究明するため李天保は張

素珍を召し出し、自分が李天保であると名乗り出、母子四人で再会を喜び合う。翌日、李

天保は皇帝にこの一件を上奏し、張素珍は重義夫人、徐国棟は七品侍郎、徐氏（李氏）は

真節夫人、王雲霞は賢徳夫人、金臘（橋）は一品夫人に封ぜられる。

煩瓊を厭わず紹介したが、内容は登場人物が最後には科挙に合格して大団円という慶祝

劇的なものである◎

だが、この「双」は果たしてそれだけ、なのであろうか？この作品の主題と文体の特

徴を探るために、師茂樹氏の開発したプログラム、Unicode対応Nグラムツールmorogram

(http://www.ya.sakura.ne.jp/~moro/resources/ngram/morogram.html)及びその極悪氏が開発し

たWindows実行形式版(http://hpcgil.nifty.com/dune/gwiki.pl?p=morogram)を利用して筆者

が作成した芸能の電子テキストから、出現頻度の高い文字を探ってみることにしたい。

1使われている総漢字数

「双」のテキストは、句読点などを除くと全部で17,833字から構成されている。使われ

ている単漢字の種類は全部で1300¥(種類）であり、うち、2回以上重複して出現する漢

字は970字（累計17503字）、1回のみ現れる漢字が330字ある。

これだけでは特徴がわかりにくいので､紹興と隣接する江湖の他の語り物9と比較してみ

9「売吉炭」は『越劇伝統説ﾛ昌落地唱書』（張継舜捜集整理，漸江文芸出版社,1992)

ppl21-135、「九郎借馬|調東海」は「江蘇南通童子祭祀儀式劇本』（曹琳校注，臺北市施合

鄭基金會，民俗曲芸叢書,2000)ppl68-174を参照している。「兄妹分桾」は如皐の童子戯
芸人、冒建華氏が1995年に抄写したテキストを利用し、電子化したものである。如皐の童

子戯については、上田望『中国伝統芸能の音曲と歌辞の関係についての計量的研究一越境

する伝統芸能江蘇如皐童子戯の事例研究から』（平成16-17年度科学研究費補助金基盤
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たのが次の表である。

【表l各種芸能で使用されている単漢字数の比較】

－ 、

1

「売青炭」は、湘江省煉州市（旧時、陳県）に伝承される「落地唱耆」と呼ばれる講ﾛ昌

芸能の一作品である。「落地ﾛ昌耆」は越劇の形成にも大きな影響を与えたと言われる。「花

名宝巻」は斯江寧波の天童寺で販売されていたもの。「九郎借馬|詞東海」は江蘇省南通市

で継承される童子戯のl篇、「兄妹分桾」は江蘇省如皐市の童子戯の演目である。

各作品の題材も分量（総字数）も異なるため、単純に比較はできないかもしれないが、

「双」で使われている単漢字が全部で1300*(種類）というのは、作品の長さの害'lに特に

多いという訳でもなく、これらの講唱芸能の中では平均的な難しさであると言えよう。も

ちろん、小説、特に長篇小説などと比べれば、読者（聴衆）にとってはるかにわかりやす

いものであることは言うまでもない。

2各種芸能で使用頻度の高い単漢字（上位30字）】

研究(C)研究成果報告書,2006)を参照されたい。なお，これらの文字データ入力に関して

は林志英氏（北京大学中文系碩士課程在籍、金沢大学人間社会環境研究科特別研究学生）

の手を煩わせた。ここに名前を記し謝意を表する次第である。

－9－

双状元宝巻

(湘江紹興）

売青炭

(湘江？州）

花名宝巻

(湘江寧波）

九 郎 借 馬

(江蘇南通）

兄妹分桾

(江蘇如塞）

総字数 17833 3193 1094 4017 9547

単漢字数（複数回）

下段：累計字数

970

17503

463

2640

196

896

529

3616

781

9205

単漢字数（1回） 330 553 198 401 342

単漢字数（合計） 1300 1016 394 930 1123

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■

双状元 売冑炭 花名宝巻 九郎借馬 兄妹分桾

1 我 397 白 85 人 30 龍 79 人 206’
2 人 348 儂 57 不 23 ■■■■■■■ 66

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ 143’
3 兒 262 我 48

寺
化 18 馬 61 了 141’

4 來 259 唱 46
日
垂 17 不 55 不 140’

5 不 206 來 45 有 17 的 54 來 123’
6 仰 204 ■■■■■■■ 38 月 15 來 47 我 118’
7 ■ ■ ■ ■■■■■

199 勿 38
鉦
小 13 九 41 親 100’

8 娘 193 哩 37 開 13 了 41 家 94’
9

日
疋 176 吾 33 女 13 仰 39 伽 89’

10 上 162 小 33 子 13 １１云土 38 ノ心 89’
11 子 155 好 31 家 11 海 38

日
疋 88口
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｜

次に、「双」及び各種の講唱芸能で、どのような単漢字の使用頻度が高いのかを整理し

たのが以上の表である。これを見ると、「双」についていくつかその特徴が浮かび上がっ

てくる。

1)一人称、二人称代名詞の多さ

一人称代名詞である「我」や、二人称代名詞である「作」が上位に来ることは、講唱芸

能の特徴であり、小説ではさすがに人称代名詞は上位20に入ってこない'0。「双」は、「我」

が堂々の1位、「作」が6位であり、テキストの総文字数に対する「我」「作」の割合を

出してみると、「双」は4.2％、「売青炭」は3.3％（「売青炭」は「作」ではなく呉方言

の二人称代名詞「儂」で算出）、「花名宝巻」は0％、「九郎借馬」はl.8%、「兄妹分桾」

は2.2％と、やはり一人称、二人称代名詞の使用頻度が抜きんでて多いことがわかる。

一人称、二人称代名詞が多い理由としては、例えば、「我金山生来命苦」などのように

登場人物の視点からﾛ昌う唱訶や白が多いことが考えられるが、紹興の宣巻は、他の芸能と

違って複数の演唱者があたかも芝居の脚本を読み合わせするかのようにパートを分けて演

唱するスタイルをとるため、代言体の性格が他の芸能よりも強まり、結果的に一人称、二

人称代名詞が突出するのであろう。

'0上田望「『三国演義」の言葉と文体」（『金沢大学文学部論集言語・文学篇」第25

号,pp25-44,2005)参照。

-10-

12 生 152 要 29 敬 11
色
《 38 門 80

13 老 152
■■■■■■

■■■■■

■■■■■■■■ 27
■■■■■■■

11 有 37 女 74

14 有 139
白
疋 27 來 11 子 35 上 72

15 親 137 郎 24
一

月|」 10 我 35 妹 72’
’16 I心 135 朝 23 十 10 頭 34 在 70’
’17 家 134 頭 20 要 10 大 32 叫 69’
’18 個 120 丹 19 中 10 郎 32 子 68’
’19 母 118 伊 19 倣 10 將 31 ’’五土 67’
’20 日 117 手 19 娘 9 王 31 兒 59’
’21 在 115 牡 19

■■■■■■

■■■■■

－ 9 要 31 娘 59口
22 爲 111 辮 19 姑 8

■■■■■■

■■■■■

■■■■■■■■ 29 大 57’
23 保 110 人 18 媛 8 個 29 父 56

24 見 108 大 18 相 8 把 29 生 55’
25 了 105 得 18 難 8 人 28 下 54’
26 去 103 有 18 可 8

白
疋 28

一
萱 54’

27 大 102 倣 17 至ll/何 7 借 27 母 53’
28 悲 102 起 17 善/心 7 得 25 有 52’
29 ’’五土 99 出 16 弟/生/苦 7 水 25 身 52’
30 官 98 十 16 I心/用/行 7 東 24 元 51’

17833 3193 1094 4017 9547
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和尚18

員外18

－個17

安人16

家門16

回家15

夫妻15

北棲14

叫聲14

軍氏14

親娘14

龍麺14

不是13

姑娘13

什麿12

不知/悲聲12

修心/心中12

小姐/急忙12

9547

癖
一
浬
私
一
壼
一
華
一
睡
髄
津

唐王

東海

老龍

兵器

好像

東西

當時

緑石

龍駒

一匹

不是

借龍

雨個

四海

大口

潮水

請神

鞍配

4017

鄙
一
華
諏
罹
一
霊
認
岻
雑
癖
一
塞
一
罐
毒
琴
掘
雛
嬬
一
癖
蕾
幟

外甥 ７
ｌ
７
ｌ
７
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
６
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５

亜
一
亜
一
釦
一
羽
一
羽
一
幻
一
泌
一
泌
一
沁
一
泌
一
泌
一
溺
一
西
一
餌
一
四
一
型
一
羽
一
羽

６
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
５
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
ｌ
４
’
４
’
４

３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３
ｌ
３

旧
一
脚
一
幅
一
旧
一
Ｗ
｜
旧
一
相
一
ｍ
一
四
一
型
一
羽
一
別
一
お
一
沁
一
幻
一
羽
一
羽
｜
犯

《
わ

《
わ

師傅

整天

阿嵜

今日

只要

嘔崎

大安

好比

就是

早飯

篤篤

調戯

豆腐

買主

起來

銀子

3193 1094 1

※「花名宝巻」については短い作品のため上位2()位までとした。

「双」の場合、この作品のタイトルである「状元」が2字熟語の頻度で首位にあるのは

ある意味、自然であるが、童子戯の「兄妹分桾」でも同様である点は興味深い。また、「状

元」の学位を認定する皇帝を暗に指している「万歳」という語彙も、他の芸能に比べ、ず

ば抜けて多用されている（他の芸能では4作品で僅かに2例）。

「状元」以外の語彙では、やはり表2のモノグラムの結果と同じく、

「嬉娘」（第1位李天保→張素珍）

「母親」（第5位）

「該兒」（第6位張素珍→子）

「母子」（第7位）

「親生」（第10位）

など、母子関係を表象する語彙が目白押しである。

一方、父子関係や父親を指す語彙はおしなべて低い順位にランクされており、「兄妹分

桾」では「父親」が第2位に来ているのと対照的である。

以上、この作品で使われている言葉の頻度から文体の特徴を見てきたが、先にも述べた

ように、立身出世による予定調和的な大団円がテーマとなっていることは否定しがたい。

また「母子関係」に関わる語彙が多いことと矛盾するようであるが、この作品では一見、

影が薄い父親たちも、娘の婚姻に際しては家父長として決定権を行使する（萢瑞祥の場合

-12-
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は父親が亡くなっているので母親が代理）。また、張素珍の息子たちとその家族はみな、

皇帝から官爵を授かるなど、登場人物全ての幸福は皇帝（王権）によって認定・保証され

るのであり、儒教的父権制がこの物語の枠組みを形作っていると言えよう。

では、母子関係の語彙の多さについてはどのように見るべきであろうか。筆者はこれは

この作品の本当の隠れた主題である母親（中高年女性）救済と密接な関わりがあると考え

る。

息子たちとはぐれて、物乞いをして流浪する張素珍はおそらく地獄（餓鬼道）に落ちた

孤魂野鬼を象徴しているのであろう。巻1の最後で張素珍がﾛ昌う「哀求開店開廠老板門，

發財銅銭芸幾文」（店舗・工場の経営者の皆様、ご商売繁盛をお祈りします、どうか銅銭

をお恵みを！）から「今我討得銅銭有千文，謝謝各位善心人」（今、私は銅銭千文をお恵

みいただきました、慈悲深き皆様に御礼を申し上げます）で終わる46句の唱詞には物乞い

をするときの常套句も見える!'･孤魂超度劇の構造がこの作品の中にもしっかりと根を下

ろしていることがわかる'2．

巻2で彼女を救った実子の萢瑞祥には、地獄に落ちた母親の劉氏を探して救おうとする

目連尊者のイメージが重なって見える張素珍は、目連戯と同じように息子によって救い

出され、朝廷から節婦として顕彰されることにより、ハッピーエンドを迎えることとなり、

これは皇帝権力による恩寵のようにも見えるが、少なくとも登場人物たちは、親子が再会

できたことは「多謝天上菩薩保」（張素珍：天上の菩薩のご加護に感謝します）とあるよ

うに、観音菩薩のおかげであり、一族の繁栄も「我｛門萢家今日榮貴，也実菩薩保佑」（徐

氏：我が萢家の今日の繁栄もみな観音菩薩様のご加護によるもの）なのである。これはも

ちろん、この地域で根強い観音信仰の現れであるが、表向き、男性中心社会におけるサク

セスストーリー（その象徴が状元及第）による救済虜llを装いながら、実は息子たちの背後

にあるのは御仏と御仏の教えであり、仏教によってのみ真の救済が可能であるというメッ

セージがこっそり滑り込んでいると見ることも可能であろう13。

5．結びにかえて

宝巻は、その宗教的色彩の濃淡を以て、宗教宝巻と民間宝巻とに大別される'4。

'’「数来宝」など物乞いの演唱から発展した講唱芸能には類似の語句が見える。汪景寿『中

国曲芸芸術論」（北京大学出版社,1994)pp258-262第9章「快板論」参照。
'2目連戯については日本、中国で多くの論考があるが、目連戯と孤魂祭祀との関わりにつ

いては、田仲一成『中国演劇史」（東京大学出版会,1998)ppl89-200第5章「明代演劇の
変質」第1節「郷村演盧llの体制志向」3「目連戯」に詳しい。

'3観音菩薩の故事を唱う宝巻は『香山宝巻」などを初めとして枚挙に暹がない。辻リン氏

は「生死牌」物語の変遷を跡付け、「清末民国年間の江南地域の宝巻の盛行と観音信仰が

メビウスの輪のように表裏一体の相互関係をなしていた」と指摘している。辻リン編著『槍

生死牌寶巻影印・翻字・注釈』（中国古籍文化研究所，単刊4,2005)それに関連して言

えば、この「双」も婦女修行宝巻の影響は多少あるかもしれない。なお、この下命村では

現在でも観音菩薩は篤く信仰されており、当地で流通している『三世因果経」の最後に「白

衣大士究」が印刷されている。

'4宝巻については、鄭振鐸氏や李世琉氏、澤田瑞穂氏の分類など様々な分類があるが、こ
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母たちの祈り－紹興「双状元宝巻」試論一（上田望）

「双」は教義のみを説くものではなく、世俗的な立身出世を主題の一つとしているため、

厳密な意味では宗教宝巻とは言えない。しかしながら、仏道修行の重要性を強調する言葉

や、縁起を祝う門付け的な文句、偶数句の唱詞に付け加えられる「南無佛、南無阿弥陀佛」

の辞など、随所に他の講唱文芸にはあまり見えない宗教的な色彩が施されていることが伺

える。

また、前節でも見たように、この作品の中には明らかに、張素珍に代表される中高年世

代の女性＝母親の救済が別の主題としてあり、それゆえにかくも多くの農村の女性たちが、

この物語を、そして宣巻を支持するのであろう15．現世で苦難に耐え忍ぶ女性、地獄で苦

痛を味わう女性が最終的に救済され、成仏するという物語は、元明以来、雑劇や南戯の諸

篇、あるいは目連戯など伝統的な文学作品でもお周||染みであるが、その伝統的な主題が世

俗的な娯楽性という糖衣を被せられながらも、現在も宝巻の中に脈々と受け継がれてきて

いることを「双」は我々に教えてくれる。

参考文献※本文の脚注で引用したものは割愛する。

【紹興の歴史・地理・方言】

・大西博子『薫山方言研究」（『中国語學研究開篇軍刊Ko.11｣,好文出版,1999)

・楊蔵、楊乃渡『紹興方言』（国際文化出版公司，2000）

．「紹興県実用地図集』（湖南地図出版社，2004）

・寿永明「紹興方言研究」（上海三聯書店，2005）

【宝巻研究ほか】

･鄭振鐸『中国俗文学史」（1938初印，上海書店,1984重印）

･李世礁『宝巻綜録』（中華書局,1961)

･澤田瑞穂『寶巻の研究」（国耆刊行会,1975)

･相田洋「国立国会図書館所蔵の「宝巻」について」（『東洋学報」64(3．4),pp401-411,

1983)

･胡士螢編『弾訶寳春耆目』（増訂本，上海古籍出版社,1984)

･西北師範大学古籍整理研究所、酒泉市文化館合編『酒泉寳巻』（上下，甘粛人民出版社，

1991)

･磯部祐子｢紹興老芸人探訪記-1900年代紹興地方劇変遷一」（『中国地方劇初探』pp65-73

第2章「中国地方劇をめぐる諸問題」第2節，多賀出版,1992)

こでは車錫倫氏の分け方に従った。「双」は民間宝巻の下位分類の「講唱故事宝巻」に属

するものと考えられる。車錫倫『信仰・教化・娯楽一中國寶巻研究及其他」（臺湾學生耆

局,2002)pl-42「寶巻淺説」参照。

'5中国は日本の後を追うように、高齢化社会に突入する。紹興各地に集団で念仏をとなえ

る年配女性の「講」があり、当面は増加の一途を辿る六十代以上の高齢者（女性）がこれ

からも宣巻を支持し続けるとすれば、宣巻はまだまだ滅びないかもしれない。
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

・段平篁集『河西寶巻選」（上下，新文豐出版公司,1992)

・段平『河西宝巻的調査研究」（藺州大学出版社,1992)

・方歩和編著『河西宝春真本校注研究』（藺州大学出版社,1992)

・金文京「詩讃系文学試論」（『中国一社会と文化」7,ppllO-136,1992)

・成榛「宣巻起源和演変之我見」／朱建明「宣巻的属性与社会功能」／魏捷「試談宣巻」

／趙克忠「浦東陳行宣巻之形成与現況」／談敬徳「上海地区宣巻音楽芸術特点初探」（以

上「上海曲芸芸術」l所収,1993)

・段平蟇集『河西寶巻續選」（上下，新文豐出版公司,1994)

･磯辺彰「越中国学所蔵宝巻・宝典について」（『富山大学人文学部紀要」23,pp209-232,

1995)

・砂山稔「劉文英宝巻考一附SOAS図書館所蔵宝巻目録」("res"berales58,pp35-45,

1996)

･輪田直子｢蘇州弾詞における説ﾛ昌形態の特徴」（『東北大学中国語学文学論集｣l,pp33-58,

1996)

・車錫倫『中國寶巻研究論集」（學海出版社,1997)

･Alan,Cole此妨ersa"dSb"sm助meseBU(M7is"7,StanfordUniversityPress,1998

・李蔚波主編「寧波曲芸志』（寧波出版社,1999)

．『風陵文庫目録』（早稲田大学図書館，早稲田大学図書館文庫目録17,1999)

・車錫倫『中國寳春總目』（北京燕山出版社，2000）

・董暁葎、欧達偉共著『郷村戯曲表演与中国現代民衆』（北京師範大学出版社，2000）

・下見隆雄『母性依存の思想一「二十四孝」から考える母子一体観念と孝」（研文出版，

2002)

･中国古籍文化研究所説ﾛ昌文学研究班編『烏金寳春』（中国古籍文化研究所，単刊1,2003)

・吉川良和「『救母経」と「救母宝巻」の目連物に関する説ﾛ昌芸能的試論」（「社会学研

究」41,pp61-135,2003)

･古屋昭弘、氷上正、王福堂共編『梅花戒寶巻影印・翻字・注釈」（中国古籍文化研究所，

単刊3，2004）

・山本範子「荒ぶる仙女張四姐一河西宝巻『張四姐大閑東京」を中心に」（『中国学志』

臨19,pp23-41,2004)

･小南一郎『宝巻の研究一宗教文芸としての視点から」（平成15-16年度科学研究費補助

金(基盤研究C2)研究成果報告書,2005)

･鄭之珍撰、朱万曙校点『新編目連救母勧善戯文」（黄山書社，2005）
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母たちの祈り－紹興「双状元宝巻」試論 (上田望）
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蕊
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【写真3金氏の悼詞】

|写真1 命邦民氏（右から2人目】

蘇勾
【写真2命氏宅での五七の法事】

【写真4宣巻の上演風景】
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究
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【写真6部氏宅での紹劇の演奏】【写真5部氏宅での葬礼】

【写真7福全鎮下命村内を流れる洪渓】

【写真8福全鎮下命村内での念仏講】
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隻状元寳巻上下集

前 邦民抄上田望校注

隻状元寳巻初展開恭請神聖降壇來

善男佶女度誠聰増'福延壽保平安

恭聞隻状元寳巻出在大宋仁宗年間，提表山東歴城縣李家莊上，且説

一人，貝離郷背井2去逃荒，一路之上苦難熱，苦命張素珍，不幸家

郷連遭災荒，一個佳兒取名天保，可憐他也父母隻亡，素珍我把他帯

在身芳，可憐家郷飢寒交迫，難以度日，思想起來好不悲傷人也。

抱兒帯女去逃荒受壼風霜苦心傷

只爲公婆丈夫亡家郷飢荒日難裁

只得帯兒逃出外異郷漂泊來流浪

一對皎兒無妬吃佳兒飢餓涙汪汪

飢寒交迫身無力受壼苦楚向誰告

走一歩來退二歩

児臼嬉娘我肚子好餓冴芯3又見佳兒餓得埋

皎兒又墜隻來啼突不由爲娘痛心腸

可憐祢岡I出娘胎一月男4受壼飢寒苦氣旺
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究
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現在暫時飯不要。金曉得者。付雄嬉娘我肚子好餓冴。悲

，天保造開水祢先喝了ﾛ巴，等下再給祢弄黒占吃的。付生是。二

畦畦'9呪。芯呪見二個妓兒突叫20不停21，造叫我如何是好也。

佳兒飢餓叫不停妓兒啼突痛娘心

牛

這便叫我如何好左思右想難熱人
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作{門買黒占吃的回來。天是。嬉娘祢要早黒占回來冴。

見嬉娘抱弟出店堂26不由我天保涙汪汪
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嬬娘待我似親生27恩重如山永難忘

９
０
１
７
－
３
４
５
６
７

１
２
２
２
２
７
↑
２
２
７
』

考待
。
。
。

正
正
同
・
肥
肥

艤
購
服
椛
今
今

”

娃

宗
宗
柾
弔
宗
｛
弔

娃
“

Ｍ
叩
弘
”
”

智
對
帛
柵
憧
性

１０正
“
“
俗
“

今
。
。
有
有
之
有
有
有

，
同
同
芳
秀
”
芳
秀
妾

字
下
下
字
字
實
字
字
字

’
”
”

一
一
○
Ｏ
”
”
’
”
再
可
Ｊ
尚
巳
座

”
正
正
便
來
爲
異
口
ｒ
‐
Ｌ
″
矛

畦
今
今
“
“
疑
“
“
“

“

有
”
”
”
”
”
”
”
”

芳
叫
打
便
來
英
美
門
娘

｛
子
“
“
“
鮖
邸
“
邸
“

”
作
作
作
作
作
作
作
作

既
寓
惠
嶌
惠
嶌
寓
恵
嶌

“
原
原
原
原
原
原
原
原

-21-



｢双状元宝巻」校注

不 表 天 保 在 店 堂 悲再表素珍去街上

懐中抱着小兒郎雨行涙珠滿胸瞠
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其詳 寸陰
'E国ﾑ、 嚇，先牛嚇，

家住山束歴城縣李家莊上姓張人

三字名叫張素珍只因逃荒來此城

只因家郷道災荒公婆丈夫命歸陰

生下一對隻胞胎母子三人苦憐丁

還有佳兒小天保他父母隻亡我收領

只爲家郷難度日出外逃荒離家門

離郷背井到此來四人耽摘客店存

小兒挨餓突連聲我只得忍痛寶兒身

徐聰得一番傷心話不由卑人也心酸

28原惠作‘･信”，‘‘椿'，字芳有“章”字，今正。

29原爲作“翻”，今正。下同。
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我倒有個二全策未知大捜可依允

嚇,大捜休也不必悲傷依我之見，祢將小兒給我,我將他扶養長大，

日後若有出頭之日，｛乃可母子團聚，不知休大捜意下如何？悲先

生祢有如此好心，我感恩不壼，不知先生高姓大名？徐卑人徐國

棟，我看祢將小咳的蛙子留下一隻，日後蛙子成隻，就可母子相會。

悲如此多謝恩公請受我一拝徐捜不必如此，快快起來，我追裡

有銀子五十列，作ｲ門母子暫且度日。悲多謝先生好心,我拝別去也。

多蒙先生有好心送我五十刀雪花銀

忍痛將兒來伽下未知何日再團圓

但願我兒能成名母子相會也高興

拝別先生回店去回頭再望小兒身

徐一見大捜遠遠去手抱小兒回家門

見他母子分離多難過鐵石人兒也心酸

日後小兒長成人定讓他{門母子認

不表先生回家轄萢男表萢家一段情

蕾年四十九歳今年五十歳，卑人萢忠，販實珠寳爲業，屋襄頭家財富

30裕，可惜没有兒子，也是空稀，都怪何31老太婆肚皮勿張氣，連殺
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

伊實外出逃荒來個，連飯細都勿着杠45,我真當想得倒毒殺者。

今朝客人進店來金山連忙笑顔開

走上前去忙接待只見他雨涙汪汪突起來

問伊始從明I襄來伊話山束逃荒來

可憐地女流之輩好悲哀我也勿好去難爲

不表金山來自嘆萢要表萢忠進店來

ﾛ畏,金山儂葛二日生意好勿好？金猩晴4豆萢員外生意奈葛好得來，

儂看房間都空着，苑員外儂個房租細再不我欠二日，等我生意好些一

定送到休府上。兒凧｜畦47畦。萢好個金山儂房釧無有，還老婆討，

小人都生出帯者，儂房釧回紗勿出，我小人傷好個。金嚇，員外造

小人是女客人個，勿實48我金山個。萢管儂客人勿客人，晴，相貌

介好帯，眼晴大緑緑，鼻頭高松松，一定是個出山貨，讓我還是抱得

走。金員外，追是別人的咳子動勿得個。苑金山儂放手，今朝小

該不我，房租細我都勿要者。天ロ畏員夕卜追小咳是我的弟弟……祢追

暦可以抱去,還我弟弟。拡嗜個弟弟勿弟弟，我喜歓還實抱得回去。

天還我弟弟……I阿嚇，不好了。

一見弟弟被抱走不由天保痛心頭

嬉娘街上未回轌造種事情天少有

心貢L如麻如何好嬉娘面前造交待

坐在地上哀哀突張素珍回店問情由
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｢双状元宝巻」校注

天保祢因何坐在地上啼突？天嚇，嬉娘呪祢到街上去的時候店襄

來了一個老頭子，他不問情由，將我弟弟捕走了，我上前去奪，只奪

得一隻蛙子。悲什麿？祢弟弟被人倫去了？天捻去了。悲I阿嚇

天嬉娘醒來……

悲聰此吉來心似絞不由素珍痛心傷

一個兒子已實棹一個捕去在何方

蒼天爲何無公道我走投49無路如何好

出外逃荒馬兒郎誰知反將兒來拠

莫非命中來注定罰我素珍無兒郎

我今不見親生兒只留下小蛙有一隻

素珍思兒哀哀突金金山上來報事忙

勿對者，店堂襄起火者，程50快逃出去，否則要嶢殺個。天 嬉娘……

5'=,I休在明r｣¥,II1IM,不好了阿嚇。

大火熊熊嶢店堂不見嬉娘心内焦

莫非嬉娘被火嶢叫我天保如何好

不表天保嬉娘技悲再表素珍技天保

不見天保小兒郎不由素珍心發慌

大火失散小天保人地生疏52何虎伐

天乃爲何蒼天不公道今世罰我大難遭

本當我一死了残生伯只伯咳兒長大把娘技

49
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

還有佳兒小天保無娘的咳兒更悲傷

只得爲兒活下去天涯荘荘何虚技

不表素珍心悲痛萢要表萢忠回到家

老太婆儂快來看，多少有趣個小人帯。丑儂個死老頭，追個小人一

定是儂外頭軋餅頭53軋出來個，艀4道我不會生小人，倍到外頭起生

個野種55回來。萢老太婆儂勿可膳三話四，我實討房細起，金山房

釦付勿出，我見有個小人連忙抱得居56來者，反正何兒57子無有，善

伊大來好不傍傳種接代個。丑老太公此話是真當58的。嚇晴，追個

小人相貌介好帯，還有些像我個。萢老太婆我抱來個小人是勿會差

個，儂看伊雪白淨轍，頭皮圓圓59,必中状元，以後一定會出山個，

究榊丈60猪吃豆61腐澄個，咳，我話錯者，是豆腐花62加蛋花湯。丑早

對者63,讓伊快些長大起來，不伊64濱耆考状元，我倣儂也好享福者，

老太公，追個小人千萬不可給別人曉得，ロリ話何自生個。萢老太婆

儂肚皮勿大，奈介生得出來？FII老太公辮法有個，我小肚襄花票塞

進起65,儂倣別人講起來，何老太婆捨身者。萢老太婆儂個辨法好

個，郵舍里紅鴨子分分。刑老頭子仔不伊取個Ⅱ舍名字？錨老太婆
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｢双状元宝巻」校注

ﾛ會，我老早想好帯者，不伊取個萢瑞祥。Ⅲ好個葛66個名字吉利個，

咳，老頭子，追隻蛙子我起藏67好，等伊大起來，オ話良心好個，何68

勿話出來，オ話良心壊個，追隻蛙子享出來不伊看，也好拮捷伊個賂I

底板69．萢老太婆倍70個説話勿錯

老太婆辨法真當霊我心裏想想蟹開心

只因自己不會小咳生拾個小人傳後根

只要待伊如親生勿伯日後會建心

我同老太婆二個人精心扶養造小人

將來兒子來成名榮華富貴享不蓋

光陰似箭日月稜轄眼已是十六春

不表萢家善兒情昇要表徐家事一端

一粒明珠土内藏，未知何日放毫光，小生徐昇参参徐國棟，母親早已

亡戒参参扶養小生長大成人,想我毎日勤讃詩書,實指望京都提名，

想今歳乃是大畢之年，欲想上京赴考，不免去稟明参参便了。

徐昇濁坐在書房想起功名掛胸瞠

男兒立志在四方理應奮發上京邦

若得一官並半職徐家祖上也榮光

報答老父養育恩爲人之子理應當

將身移歩去廃堂徐男表國棟思兒郎

卑人徐國棟，十六年前，我到街上散悶，適逢張素珍寶兒，我見他十

66

67

68

69

70

原惠作“造”，“造”字芳有“葛”字，今從之。

原惠作“王”，疑爲‘‘藏”之俗字，今正，下同。

複數第三人稻，己方。即我椚。（《紹興方言》第203頁）

控卿底板’掲老底，算老帳。（《紹興方言》第236頁）

原意作“儂”，“儂”字芳有“倍”字，今正。
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

分可‘隣，贈地71五十刀銀子，將小兒抱回家中，取名徐昇，至今己72有

十六歳了，我兒從小聰明好學，勤濱詩書，想今歳乃是大比之年，理

應叫他上京遅考，未知他親生母親身落何虚，芝我兒上京之時，與他

説明，若他一塞成名，就可差人四虎尋技，以可母子重逢也。

想起我兒小徐昇其中情由不知情

他總道卑人是親生我要將情由説他聰

燧他此番上京城知道家郷還有親母親

此番上京去遅考必定能中状元身73

不表國棟自安74排界要表徐昇廃堂進

参参在上咳兒拝見。徐兒嚇，作不在書房到來何事？昇嚇，参参

想今歳正逢大比之年，該兒欲要上京程考。徐嚇，兒冴爲父也有此

意，嚇，兒既，想祢已長大成人了，爲父有事要與祢説明。

界参参請講。徐兒嚇，休不是爲父的親生。昇嚇，参釜咳兒自

小到大是釜娘一手養大，此吉從何而講。徐嚇，兒嚇，内中情由且

聰我一言道來。

十六年前中秋日祢娘帯祢來逃荒

祢家本住山東城歴城縣中李家莊

乃年家郷閑災荒祢父一命來病亡

娘親生下祢隻胞胎還帯佳兒小天保

家中災荒難度日孤兒寡母實悲傷

71

72

73

74

原惠作“他”，携義正。

原惠作“以''，音近而誰。今正。

原惠作“郎”，“郎”字芳有“身'，字，今正。

原惠作“按”，擴義正。
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

界金玉良吉記心上養育之恩永難忘

今日咳兒上京邦要奪金梼状元郎

拝別参参上京去望釜保重自安康

徐難得咳兒多孝順卑人也可放寛心

但願上天來保佑母子團聚樂道遙

不表徐氏父子情祥再表萢家事一粧

小生萢瑞祥参参萢忠，母親徐氏77,釜娘不生多男，軍生小生一人，

不料参参己78亡，想我毎日書房攻耆，只望日後成名，想今歳大比之

年，我欲想上京赴考，不免到内堂去稟明母親知道便了。

参娘愛我掌上珠精心扶養我十六舂

十年寒宙勤攻濱金傍題79名天下聞

一來報答父母恩二來萢家躍門庭

不表瑞祥到内堂李要表李氏思兒郎

轌眼一去十六春，領來兒子善成人，老身李氏想十六年前老頭子收房

細起，抱來了一個兒子，取名瑞祥，現已十六歳了。生得聰明伶刑80,

終日在書房攻耆,對仔二老父母十分賢孝,可惜,何老頭子已經病亡。

祥母親在上咳兒拝揖。李握ﾛ育，寳貝兒子祢不在書房到來何事？

祥母親大比之年己到，兒欲想去上京遅考特來稟明母親知道。李好

佶兒子要上京程考，倣娘個當然高興，爲娘與祢準備行装，且聰我一

言道來。

77

78

79

80

“徐氏”二字考有“李李”二字，後面苑瑞祥母嶌倣李氏，待考。

原惠作‘‘以”，擴義正，下同。

原寓作“提”，援義正。

原寓作“玲利”，擴義正。
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

兒嚇兒娘受苦辛祢可知H分兒目分了十六舂

望兒望得雨眼穿想兒想得肝腸断

但願蒼天來保佑賜我母子重相見

嚇，天那是否能給我母子相會一面，若能得見我兒一面我死九泉也瞑

目了，可'隣我身上寒冷，腹中飢餓，歩高歩ｲ氏路途難行，來至街上，

可憐我飢餓難當無奈只好隻膝脆地，求乞便了。
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｢双状元宝巻」校注

哀求濱耆遅考官官ｲ門聰明智慧銅銭姜幾文

保佑連科高中歩歩進大學考進穏督定

保佑倣個中央幹部接班人輻車進出躍門庭

保佑長命百歳永長春合家團聚笑盈盈

保佑種田下地叔伯ｲ門辛苦銅銭壬幾文

保佑身鵲健康福壽増田稻年年好收成

今我討得銅銭有千文謝謝各位善心人

未知後事如何様要表天保一個人

喧84到此虚停頭回赴考成名下巻出

隻状元寳巻巻 1

雄小生天保家住山束歴城縣，父母早已亡故，只因乃年災荒， 嬉娘

培我和二個堂弟，出外逃荒無虚投奔以生存,嬉娘去街坊寶弟救命，

推知男一堂弟又被人倫走我與嬉娘傷心之際,不料店中失火慌85忙

逃命在逃命之中我與嬉娘失散，從此査無音信，可憐我孤軍一人，一

略求乞，今我已到京城，肚中飢餓難當，只好去求討些便了。

不表天保去求討爺要表王爺出京城

赤脂忠心保君皇，定國山河立朝綱，本藩羅定方官居平南王之職，夫

人祁氏，不生多男，軍生一女，在年十六生得十分玲珊，尚未受茶，

只因無有相當的オ郎佳婿，故而我家中憂86盧，前去到街坊閑浦一番8？
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

便了。

王爺移歩到街坊來往人多閖非常

京城之中好風光観看街景像天堂

不表王爺遊街坊保再表天保在街上

可憐我衣杉寒冷有且可肚中飢餓實難當

我錐有文章肚内藏無人橦塞也是柾

今日來到京城上討些銭文過時光

不表天保在街上爺要表王爺観見在心上

嚇呪耳聰有人ﾛﾘ飢餓寒冷，待我前去看來，呪原來是一個年冑後

生，見他人品秀麗，一表人材，不像落晩之人，爲何在街坊求乞，待

我問他一問。家人。イ|‐賄。爺休去叫追個求乞人過來見我。イ|‐

是，噌略個後生，求乞人王爺ﾛﾘ祢去見過王爺，祢要小心。保是，

王爺在上，求乞人叩見王爺。爺求乞人作家椰襄，姓什名誰，乞道

其詳88，細細説來。保如此王爺容稟

我隻膝鮠在地挨塵一一稟告王爺聰

小生家住山束歴城縣李家莊上我家門

李天保三字小生名父母早已命歸陰

多蒙嬉娘有好心扶養我小生長成人

幼年曽把四言語只因家郷遭災情

嬉娘帯我堂弟來逃命金山飯店暫安身

身邊没有半文銀嬉娘實兒救我命

8胤原篤作“祥” ，擴義正。
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一個堂弟被人倫店中失火都逃命

以此嬉娘來失散我無法求乞到京城

望王爺發發慈悲心救我小生一條命

爺聰了書生訴哀情不由老夫心思付

他錐是一個乞弓人也是攻濱詩書文

他父母隻隻都亡故也是一個可'隣人

多鱈他嬉娘好心人扶養他攻續長成人

家郷遭災荒來逃生眉清目秀像貴人

我見他心中多喜愛不如與我倣蟆蛉89

我還是對他百言説不知他心若何能

嚇，天保本藩見祢喜愛，我有一女年方十六尚未聯姻祢在我府上人

贄,伐祢爲婿,我去到皇上啓奏,封休官職未知休意下如何？保多

蒙王爺喜愛，小生無不遵命。爺好如此家人備輻回府。什嗅。

什 一路之上多熱閑激歓喜喜回府門

爺王爺進府坐高庭請出夫人説分明

壬爺急90忙請出夫人，將始末情由與夫人説明

夫人夫人聰了十分喜愛，就與王爺説道，嚇王爺休快去稟明聖上，

封他官職好與我女雨91下完婚｡爺是夫人吉之有理下官就此上朝，

來至朝堂，術伏金階，臣平南王羅定方有本啓奏。皇奏來。爺啓

奏萬歳。臣出京遊街路遇李天保,家郷遭荒逃身落塊一路求乞來京，

89

り(）

91

作
作
作

爲
惠
寓

原
原
原

"瞑伶”

"即” タ

‘‘一”

一 ツ

，携義正，下同。

樵義正，下同。

下面有“與姑爺小姐雨下完婚”句，今正。
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我見他オ貌隻全，人材出衆，收留他爲瞑蛉作子。招贄束床，望吾皇

封他官職與我女完婚，望吾皇準奏。皇旨下依り即所奏，寡人明白，

封李天保爲二省巡按退班。爺萬歳萬歳萬萬炭。

封兒爲巡按就此回家把禮

即速回到府門庭安排花燭結聯姻

王爺回到府門就1分92附家人上掛燈結彩，下紅這鋪地鮎起龍鳳花燭，

與姑爺小姐雨下完婚，傳債相93．什來者，我倣債相，喉朧勿響，

看見魚肉二隻眼晴刹94亮，王爺在上，償相叩頭。爺起來。休好吉

讃上重重有賞。什曉得者，一隻金難街上遊，一隻鳳凰在襄頭，有

一個仙人來作伐，隻隻配結佳偶，請出新人新郎入華堂請拝。

保左邊立着新貴人H右邊立着女千金

四拝天來四拝地再拝福禄壽三星

請出南山老壽翁増福増壽免災星

祝壽公公到華堂手享福杖祝紅H女

多福多壽多男子日富日貴日安康

夫妻隻隻同到老早生貴子跳龍門

祝罷一番身進内保牽紅入帳進洞房

什堂上撤起滿堂酒9ヨ衆客飲酒閑堂堂

H新人見槽來謝酒傑一衆人稠讃女紅H女

各人席散回家去鼠要表夫妻新婚情

92
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嚇，官人我與作今日是新婚之夜，理應歓歓喜喜，見祢隻眉不展，且

是爲何？保娘子，我多蒙王爺喜愛，作爲瞑蛉，招寳作家爲婿，蒙

萬歳封我二省巡按,嚇,娘子但我還有一楮心事未了，故而心中憂悶。

H未知官人有何心憂之事，説與我爲妻知道。保嚇，娘子嚇，

只因我幼年父母早傷亡多蒙嬉娘扶養成

今日我身錐榮耀不知嬉娘在何方

養育之恩定要報故而心中悶況汎

娘子祢是好賢妻因此真情説休聰

ll､官人説出真情話叫我隻眼涙紛紛

官人是好心真君子養育之恩不忘情

奴家我上前去相勘勧官人不必悲心問

只要官人良心好嬉娘一定能技到

快派家人去察訪打轆嬉娘在何方

保娘子果然有オ情天保我像蒙束96人

多鱈娘子來提醒我二照辨去執行

多蒙王爺有好心伐我在府入贄爲瞑蛉

皇上封我爲巡按我要忠心治萬民

上報皇上社程安寧下治萬民定太平

一夜話文不細表次日巡按上任行

奉旨治萬民執法不容情，下官李天保家住山束歴城縣， 父母早亡，
ロ
ハ

因那年災荒，嬉娘帯我和二個堂弟出外逃荒，無虚投奔，難以生存，

96蒙|冬，即憎憧，糊塗之意。
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嬉娘去到街坊壹弟救命，誰知男一堂弟也被人捕走，我與嬉娘傷心之

際不料店中失火，慌忙逃命，在逃命之中我與嬉娘失散，從此査無音

信我一路求乞，來到京都，有羅王爺前來遊街，見我喜愛，招我在他

府入贄爲婿，去奏聞聖上萬歳封我爲二省巡按，我幾次派人去打鑪嬉

娘下落，ロリ我下官掛念人也。

想起嬉娘下落好悲傷未知流落在何方

善育之恩永難忘天保我永遠記心上

未知嬉娘在何方正叫下官掛心瞠

不表天保思念事'蕊｡男表考場事一椿

奉旨考奇オ，學子進場來，三月桃花紅，九月菊花黄，三場文字瑞，

特選状元郎。下官翰林院吉天祥，奉旨開科取オ，左右大開貢院門，

考生｛門各分天地字號。什嗅。昇生員天字號徐昇。イ|･學生地字

號買油光。′窪'地字號下去，天字號上堂，領對。昇在。′窪'聰着，

雪昼竹梢頭落地。昇對就了，風吹荷葉背朝天。′毒'好奇オ，龍虎

日看楕。昇謝太師。′灘地字號上來領對。イi－請老太師吃牛肉‘葱

咳，出題目祢聰着，前面一隻雌難，後面一隻雄難，追來以追起，好

像一對夫妻。什來帯着，前面一隻雌狗，後頭一隻雄狗，追來追起

好像老太師個娘舅。‘葱文字下流，遅出貢門。｛|‐ロ畏：足殺乃97個

娘，倣我推出者，三年勿來考，考場出青草98,回去責個大餅油條官

學子文章好，上殿奏君皇，左右啓道上朝。｛|-嗅。

祥走ﾛ牙。

97乃，祢。紹興方言。（命氏）

98“三年勿來考，考場出青草”，係裡語。（命氏）
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皇上，萬歳何不叫他金殿面試文オ，封他官職。皇愛ﾘ即所奏無差，

内侍傳旨命萢瑞祥官帯上殿什萬歳有旨萢瑞祥官帯上殿祥領

旨萢瑞祥見駕吾皇萬歳。皇萢愛ﾘ即平身。祥謝萬歳。皇萢愛卿

因休路途遙遠,塔出考場103,寡人念祢獄寶有功,賜祢金殿面試文章。

祥臣領旨，請萬歳龍目観看。皇lO4待寡人看來，愛ﾘ即文章果然不

錯内侍傳旨命徐昇官帯上殿イI－萬歳有旨命徐昇官帯上段昇領

旨臣徐昇見駕吾皇萬成皇愛ﾘ即平身,徐萢こり即過來聰封祥昇臣

受封。皇徐愛卿封爲新科壯元，萢愛ﾘ即封爲獄寶状元，欽者謝恩。

祥昇萬歳萬歳萬萬炭。

界得中状元出京城回家祭祖耀門庭

鳴雛開道多顯赫前呼後擁閖盈盈

旗牌執事分左右八名校尉緊緊眼

隊伍到了城門口文武官員送出京

不表兄弟榮耀事壬再表吏部王大人

赤脂忠心保我主錦繍龍庭，老夫王文林官居吏部之職，夫人早年亡

故，生下一女，取名雲霞，想我兒年方二八，尚未受茶，只爲女兒終

身大事，好ﾛﾘ我老夫掛念人也。

只爲女兒終身事老夫時刻掛心問

錐然女兒多賢孝没有門當戸對人

若是棟個乘龍婿老夫也可放寛心

不表文林心内想昇要表H犬元参拝情

'03‘‘考場”二字芳有“功名”二字。上面有“塔出考場，誤了功名”句。待考。
'04原無“皇”字,擴義補。
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什報新科状元徐昇前來参拝。王命他進見。什是，新科状元進

見。界恩師大人在上，門生徐昇大禮相見。王免禮，一考坐下。

昇謝太師告坐了。王状元公想祢年少登科可敬可喜。昇一托聖

上洪福，二托恩師之福也。王乃襄……状元公自福有餘，未知状元

公姓什名誰，家住明I裏？界恩師大人容稟，

家住河南太平村府居就是徐家門

参参名叫徐國棟徐昇就是我的名

王状元祢是河南人家中大小有幾口

昇門生家中無別人只有父子二個人

我父教書是先生扶養門生長成人

製未知休可有妻房配老夫面前説明白

昇我日夜攻續在芸宙對親二字莫談講

渠一聰此吉心花開我見状元心喜愛

還是亘吉對他説可與我女親來配

状元公，老夫有吉難啓歯。昇恩師宜談無妨。 架H犬元公，老夫家

有一女，年方二八，尚未聯姻，我想把女兒終身許酉己與祢，不知状元

公意下如何。昇嚇，恩師小姐乃金枝玉葉，門生豈能高掌。王状

元公休乃是天子門生，老夫十分喜愛，追也可説是門當戸對。界如

此，多謝恩師大人。王現在休我要改口相稠了。界如此，岳父大

人在上，小婿徐昇叩見。壬吟吟，賢婿罷了，想今日乃是黄道吉日，

休到内邊改換衣杉，就在府中拝完花燭。界多謝岳父。王來ﾛ牙，

家人{門熟着，上掛燈結彩，下紅檀鋪地，與姑爺小姐雨下完婚。什
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遵105命。王傳債相。什來者……叩見大人。債相叩見106．王休

好吉讃上重重有賞。什是，伏似鳳凰酉己金難，天生一對好夫妻，今

日拝天地，明年生個小弟弟，請新娘新郎入華堂，請拝。一拝天，二

拝地，三拝祖先，四拝高堂，夫妻對拝，送入洞房，鳴雛升炮。

祥金殿上面試オ畢胸有成竹不用慌

還是遅快回店堂明旦一早見君皇

不表瑞祥店堂事皇要表金殿事一椿

金殿當頭紫閻隆，仙人掌朝玉芙蓉，太平天子朝南坐，五色雲車降樂

龍，寡人大宋仁宗，自登基以來，國泰民安，風調雨順，馬放青山，

此乃寡人一朝洪福也。

寡人我坐龍庭國泰民安

全 仗 着 二 班 的 保 國 忠臣

今歳是大比年立選状 元

民安樂太平春萬萬之年

昇参拝天地結成隻夫妻隻墜入洞房

掛燈結彩閖盈盈洞房花燭喜非常

什廃堂賀客多熱閑酒席之上讃紅H女

席散各自回家去昇要表新郎観紅H女

掲開蓋頭紅，心喜看婿蓉，Ⅱ阿，妙嚇。

見娘子貌似天仙下凡塵好似蟷107蛾下月宮
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我今生配得名門女真好比三世姻縁今相逢

真是下官有福价鳳冠霞侃報恩蓉

我走上前去娘子喚冴猛想起娘親悲滿胸

母親娘呪今日該兒已倣了高官，實指望母子團聚，通享榮華，但未

知母親身落何虎受苦，好叫我咳兒如何尋技，嚇ﾛ牙，娘嚇，

耳聰樵櫻打二更想起娘親心悲痛

娘既娘該兒今日状元中未見我娘影和蹴

祢爲兒受蓋千般苦總道今日可重逢

咳兒今日大喜日乃有心思伴婿熔

不表徐昇自來嘆胤要表親娘問君郎

耳聰樵櫻打三更，只見官人濁坐一考，愁眉不展，不知有何心

事，嚇，官人。昇娘子。i1．奴見祢愁眉不展，未知爲了何事？昇

嚇，娘子喝，

各人自有個人事我的心事誰人知

H別人心事我不知官人心事我略知

昇若要知我心内事除非蓬島老仙師

}1.我雲霞一不呆二不痴從小續過聖賢書

要知官人心内事要倣蓬島老仙師

官人嚇看祢終日間遅遅定有心事不肯訴

莫非嫌我嫁敗少害休官人少面子

界祢十襄紅H女到徐府城襄城外誰不知

H莫非嫌我蓼官職底難酉己作状元一及第
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十六年光陰忽忽過養父實言講我聰

説我還有親生母如今流落在郷村

我常爲此暗傷心未知何日見娘親

日勤官人且把心來放且聰爲妻有吉講

官人何不差人馬打蕊婆婆在何方

但願神聖來保佑伐到婆婆老年蒼

爲妻情願聡佛在經堂重修廟宇佛金装

不表状元洞房事悲要表素珍在街坊

老身張素珍,爲尋技親生兒子，已經十八年了，可憐我吃壼千辛萬苦，

ｲく能技到我兒，白天在街坊求乞，晩上耽摘古廟，莫非我前世作了悪

袈，今生罰我有兒難伐，看來若要母子團聚，除非夢襄相見了。

望兒望得二眼穿思兒思得肝腸断

莫非前世不修透今世難與兒相見

若能得見親兒面死在黄泉也目瞑

在表素珍在街坊祥再表瑞祥回府門

l皇京遅考中頭名，奉旨回家祭祖墳，下官萢瑞祥因上京遅考，塔出考

場，幸鱈母親叫我帯上夜明珠一穎，萬歳將我金殿面試，封我勵寶状

7C,要我回家祭祖，左右。什賄。祥打道回府。什嗅。

奉皇上旨意出京城要爲人民審冤情

皇上賜我一穎印爲國爲民理該應

奉旨遊街坊已畢回家祭祖不留停

轄子行到大街上
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悲老爺求討一些。祥呪見老人鮠地爲何因

ｲ|‐啓大人，有一老婆婆鮠在地上求討。祥快快扶地起來。什祢造

老婆婆快快起來，見過我家大人。悲是，老爺在上，老婦人叩見。祥

Ⅱ阿呪，爲何刹時頭昏目眩，老婆婆快快請起。悲多謝大人。祥祢

追老婆婆爲何如此悲哀，何不對下官説。悲如此大人容稟，

十八年前事一椿想起往事涙汪汪

生下一對隻胞胎還有佳兒小天保

只因タト出來逃荒無銭忍痛責兒郎

誰知一兒又被捕失散佳兒無虚我

留下老身一個人沿街求乞過時光

祥老婆婆,聰祢説來十分可憐,還是依下官之見祢且到我府中安身，

我替祢四虎打蕪祢兒子下落，母子就有團聚了。悲多謝老爺好心。

祥如此左右準備轄子，打道回府。

祥二乘輻子緩緩行一路之上不留停

行來已到萢府門李萢老夫人思兒身

我兒中頭名，老身喜十分，老身李氏，員外萢忠，已經亡故，拾了個

兒子瑞祥，倒也十分孝順，上京得中了状元，遊街三日，就要回家。

｛|‐報状元回府。李出外迎接。祥拝見母親。李兒嚇，罷了，

一芳坐下。悲夫人在上老身叩頭。李起來，兒嚇108,追位是誰？

祥母親容稟，

咳兒我今日一路回門庭路遇老人突瘻涼

'08"W"字芳有“嚇”字，今正。

－47－



｢双状元宝巻」校注

該兒問地情由事只爲逃荒離家郷

失散皎兒無虎尋沿街求乞過光陰

此情此景兒同情因此帯地回家門

李聰此吉來暗傷心鐵石人兒也同情

我兒果然有善心留進老人回家門

從此我家來安居一切由何來承据

兒嚇，休有如此好心，爲娘不會怪祢，我ｲ門萢家今日榮貴，也聿菩薩

保佑，理應積徳，以保來生，不知老媚媚叫什磨名字？芯夫人我叫

張素珍，山東人氏。李如此張婚婚到内邊去姜湯沐浴，改換衣杉，

就在我家養老。芯多謝夫人。李家人領張媚媚到裏面休息。イ|､

是，曉得。

悲承蒙夫人良心好留我他地家來養老

暫且住在萢府内日後慢慢把兒技

曼表張氏在萢府李再表夫人把話講

兒嚇，想祢今日已經高中回家，爲娘爲祢的終身据憂，前日有媒婆與

休説親，是乃金太守之女，生得オ貌出衆，我想正是門當戸對，不知

我兒意下如何？祥母親，咳兒想金太守之女千金之鵲，定是嫡生慣

'09善，咳兒寧願嬰一ｲ固清貧人家之女，安分守己，賢淑勤労，以免母

親日後淘氣。李兒嚇，太守之女定是知書達理，娘是勿會淘氣個，

聰娘的話，明日前去説親便了。

何母子二人來商議談談説諭好歓喜

'09原嶌作"=",音近而計上，今正。
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

未知説親如何様未知追様來成親

隻状元寳巻喧到此虚停半本

下面還有諸多情

李我差媒婆去説親，此刻未見轌回程，老身李氏，員外萢忠十八年

前員外從店中抱來了一個嬰兒，取名瑞祥今年十八歳了，秋試得中了

H犬元，有媒婆前來倣媒説金太守之女金臘，生得オ貌隻全，與我兒同

庚，我已差媒婆前去發聰，此刻未回，我真當記掛殺者。

我兒已經高官中閨家大小受皇封

錐然不是我親生要比親生還要親

只爲我兒婚姻事老身時刻記心中

只望嬰個賢娼婦好與萢家來傳種

不表夫人思念情媒再表媒婆到府中

我倣媒婆全集會話，束邊走，西邊坐，媒事倣成，銀子参進……夫人

在上媒婆叩頭者。李嚇，媒婆不知金家如何？媒嗅，夫人金老爺

答應者，説明日是黄道吉日ﾛﾘ夫人明日發輻迎嬰。李好。作裏面酒

飯。媒多謝夫人。

李裏面家人轆着，上掛燈結彩，下紅喧鋪地，發輻。

萢府今日多熱閑掛燈結彩喜非常

イ|＝家人上下多忙緑行郎llO執事都來到

鼓樂吹手擁輻行高頭大馬騎新郎

''0行郎，紹興方言。慧助喜慶人家打雑的人。（《紹興方言》第144頁）
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父母作主配萢郎總道酉己下好夫郎

誰知今日新婚夜不見官人馬那椿

莫非親友尚未散莫非他酒酔回吉房

莫非嫌我釜釜官職小難配状元如意郎

左思右想難猜測不知爲了那一椿

我是太守之女有名堂今日新婚之夜凋坐在閨房

耳聰樵櫻打三更不免坐等到天亮

不表小姐洞房夜徐再表徐府事一椿

堂前開壽筵，閨家喜歓顔，卑人徐國棟，安人早已去世，領了一子，

取名徐昇，上京遅考，得中了頭名，他對我十分孝敬，這也是徐家柤
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上之積徳，今日是卑人六十榮慶，熱閑非凡，因何不見我兒同科状元

萢瑞祥到來？我不免差人前去請來便了。

今日卑人壽辰期閨家大小樂歓喜

兒媚爲人多賢孝也是卑人好福氣

堂前親友都來到不見瑞祥是何意

不免ﾛﾘ出小家人去請萢家來赴宴

家人我有名帖一個，請萢状元過府飲酒。什是曉得者。

奉川了老爺一支命要到萢府去送信

三脚二歩不留停行來已是萢府門

内邊小奇請了。什請了。イ|…我奉徐老爺之命，有名帖呈上。什

好，待我交與老爺，老爺有請。祥何事？什徐老爺有名帖一個請

老爺観看。祥待我看來。

我把名帖看明白徐府相請爲何來

原來伯父壽日到六十榮慶壽筵開

要我過府把酒飲一片誠情難推且

不免叫出張婚媚速送壽禮到徐府

内邊張媚媚明I裏？悲來了，老爺有何I分附？祥張娩蛎今日徐老爺

六十榮慶，叫祢夫人準備壽禮送往徐府而去。

状元老爺良心好想救我素珍命一條

看來今生難補報來生犬馬把恩報

今日老爺送壽槽上櫻報與夫人曉

''」原惠作“逢",擴義正。下同。
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散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

生，但我兒雛非親生，可比親生還要好，對我十分孝順，從小勤奮好

學，如今得中了状元榮歸故里。悲呪聰此吉來果然不錯，先生我

老身要再問一聲。徐媚嬬祢儘管頁吉講來。

郎是短116様拾來的？徐嚇，媚嬬説來長也。

十八年前事一椿往事歴歴ll7吉己心上

那年山東閑災荒母子四人來逃荒

宿店耽摘無銀刀無奈街坊實兒郎

我老漢無兒心煩悶街坊之上去遊蕩

只見婦人奥悲傷送他銀子買兒郎

撫善小兒十八年如今得中状元郎

悲聰他一番哀情話果然不錯半毫分

如今兒子身榮貴不由老身心歓蝪

不如對他真情講未知他心如何様

嚇，先生未知祢令司陰
jL2-j，

如此説來先生祢還可認得我老身鳴？徐嚇婚媚此話從何説起？

悲先生，我就是十八年前在街坊寶兒的婦人張素珍，山東歴城縣，

母子三人和佳兒天保外出逃荒，在客店安身，只因口食難度，在街坊

壹兒，正遇休先生好人贈我五十列，將我兒抱去扶善，遺留下一隻小

畦ﾛﾘ我好好藏着，日後珪子成對也好母子相認。徐嚇，媚媚我來問

休小鮭可在。悲蛙子原在身邊，請先生観看。徐待我看來，果然

不錯，請問媚媚爲何在萢府爲僕？悲冴，先生U牙，

自從那日別先生回轌客店遭禍映
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滿'|粟悲痛笑断腸痛惜小兒被人捕

屋漏偏逢連夜雨店中起了大火嶢

佳兒失散無虚技伽頭露面來流浪

日間求乞在街坊夜來棲身在古廟

本當一死赴黄梁ll8只爲三個小兒郎

若得咳兒見一面雛死黄泉也心安

徐聰他一番心酸話鐵石人兒也悲傷

既然我兒親母到卑人也可把心放

讓他母子來相會骨肉團聚理應當

徐嚇，媚媚聰休之言果然不錯，乃祢因何爲在萢府爲僕？悲先生

嚇，

我乃日街坊來討路遇輻内状元郎

他見老身多可‘|舞留進他府來養老

我見老爺良心好服侍夫人在閨房

今日奉了老爺命特到府上送壽桃

徐如此説來祢是我兒生母，快請上坐。悲多謝先生，蒙先生厚愛，

扶養我兒成人，老身我來世倣牛倣馬再報先生大恩。徐夫人何必客

氣。休的兒子也是我的兒子，待我叫他出來，與祢母子相會，内邊我

兒梛襄？昇忽聰蓼釜叫上前間分曉参参在上咳兒奔揖。徐兒嚇，

罷了。昇謝謝参釜。徐兒嚇，當初爲父與祢説過,祢有個親生母親，

今日祢的生母到了，快快上前相認。昇母親。悲我兒。昇親娘。

''8赴黄梁，上吊，吊死。（命氏）
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張娠徐府去送槽，此刻還未回府門，奴家金臘嫡ll9酉己夫萢瑞祥，今日

徐老爺壽日，我差張媚去送壽桃到此刻還未回來,真真氣死我也。悲

差我送壽禮，急急轌回程，夫人在上老身回來了。H_張娩媚祢爲何

造長時間オ得回來？芯夫人因老身年老鵲弱行走較慢，望夫人願

諒。Hロ亨，年老鵲弱，行走較慢，祢是來倣傭人的理應要聰我使喚，

要不是我家老爺收留祢進府，休就還是一個街上的老乞婆，快去享参

湯來與我吃。悲是，看來造年輕夫人倒是個薄情之人也。

老爺相救有好心夫人且是薄情人

如此刻薄又勢力難怪老爺勿中意

手捧参湯進房去一屋､臘嫡一見便生氣

張媚婚把参湯掌得高黒占。悲是。HⅡ阿晴，介環個，祢莫非想把我

舌頭浸傷不成，臘婿説着把一碗参湯倒在張媚娠瞼上。芯I阿晴，痛

死我也。

一碗参湯倒瞼上刹l20時痔痛實難當

本當上前把禮評難爲老爺好心人

若是老爺來知道夫妻一定要事砂

我忍氣暫且下櫻去去到房中包紮好

不表張媚情由事李再表老夫人在廃堂

兒子已成家我老太婆享榮華，老身李氏十八年前拾得一個兒子，善大

成人,考中了頭名状元,不伊討了個老婆121,也好給何萢家傳種接代，

ll9

120

12l

前文爲作“金臘”，待考。

原嶌作“殺”，携義正。

原惠作“偶”，“偽”字芳有“婆”字，今正。
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我老婆子真當開心殺者。

菩薩祖宗真當霊拾來兒子穗我心

他對我娘真孝順問冷問暖常關心

我今還要拝観音悲要表張媚暗傷心

老夫人請用参湯。李有勢張媚媚了，呪張媚媚祢瞼上因何泡得追

等模様？悲因老身不小心被湯水泡傷。李張媚媚祢年紀大了，以

後重活叫､｢鬘｛門去倣悲是多謝老夫人。李張媚媚因何流浪？悲

我没有突。李張媚媚作手中享的是什麿？悲嚇，是我兒的一隻蛙

子。李嗅，那祢兒現在何虚？悲嚇，老夫人研，

十八年前閉災荒無奈外出去逃荒

口食難度責兒郎晃一兒被人抱去無下落

苦苦想兒十八年未知我兒在何方

李聰他吉來暗思付莫非我兒他親生

是假是真不明白看過小蛙便知詳l22

張媚姫祢把小蛙享來我看。悲請老夫人観看。李待我看來,暉晴，

黒占黒占不差，果是咳兒的親生母親了。張媚事到如今，我也不來踊'23if

了，苑瑞祥就是祢的親生兒子，就把詳細情況説與他聰。悲張媚一

聰驚喜萬分b多謝老夫人收留小兒培養成人使老身永生難忘李張

娠媚祢我都是自家人了，不必客氣，待我叫出瑞祥母子相會，内邊我

兒椰襄？祥來了。母親在上咳兒拝見。李罷了，兒冴，快來見過

祢的親生母親，便把抱來扶養之事説了一過，然後享出蛙子折對。祥

'22原嶌作“祥"'携義正。下同。

'23原宮作“滿"'擴義正。
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如此不孝兒拝見親娘，嚇我那苦命的娘親嚇，嚇親娘呪

悲瑞祥我的親兒嚇，ロ牙兒嚇，

十八年尋兒苦連天誰知重逢在今天

朝思暮想見兒面悲喜交加話不断

祥母親嚇祢自從離了咳兒身不知我娘如何処存

悲兒嚇自從祢咳兒離娘身我身邊無有一親人

日問沿街來求討夜來古廟暫安身

只要能見我兒面爲娘一死亦甘心

祥聰娘一番心酸話不由熱涙湧胸前

娘親受壼千般苦我倣状元亦杠然

都是咳兒不孝順害娘吃苦到今天

娘嚇，娘，休吃壼了苦今翻身，如今方爲人上人，今後同享天倫124樂，

､r環給老夫人改換衣杉。祥娘今日我親生母親在此，望娘不要見

外，常吉道生母還是養母大，二個母親都一様。李勿要客氣。、r環

請少夫人下櫻。什是，請少夫人下櫻。H婆婆在上娼婦拝見。李

起來。H官人請來見槽。祥少槽，快去見過我親生母親。貝嚇

官人，他是傭人張媚。李娼婦，張媚就是状元的親生之母，快快見

榴。剛Ⅱ阿嚇，早勿對者，我道是傭人把他瞼面泡傷，叫我如何去

見得。祥暗I,大脂賤人邸。

罵聲賤人理不當虐待婆婆罰難容

自認是個官家女三從125四徳少槽義
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一封休吉退娘門叫祢賤人無面皮

貝嚇官人都是妾身不好，如若我早知如此，就悔不當初，婆婆，娼

婦我給祢脆下了。

婆婆嚇前番之事媚婦錯如此對待祢婆婆

都是釜娘籠容我害祢婆婆人難倣

三從四徳全不憧難怪官人不理我

只得脆地求婆婆婆婆作官人前面話好話

悲祢且起來，錐然祢不知道是祢婆婆，但對待傭人也不能如此。－瞳

是，多謝婆婆。娼婦牢記在心是了。悲嚇兒嚇，既然娼婦認錯，改

過自新，祢就原126諒他ﾛ巴祥咳兒遵命，看在母親面上就饒127了祢

ﾛ巴，下次不可。‐瞳多謝官人。李兒子嗜，今喜母子相會,"'28=

面吃團圓酒飯起者。祥多謝母親了。

十八年來娘受苦今日母子重相逢

明日上朝見君皇娘的苦楚告皇上

攪扶娘親進内堂閨家團聚喜非常

喧到此虚停三回大聚團圓下巻云

昇昨日母子重相會,今日接母回家來，下官徐昇十八年前母子分離，

昨日参参壽日，萢府差母親送壽桃而來，多蒙養父好心，使我ｲ門母子

126
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重逢，可'隣娘親爲了我受壼了千辛萬苦，今日母子團聚，理應接我娘

親回府，同享榮華也。

多蒙上蒼來保佑十八年母子重相會

今日備輻去萢府接回娘親奉高堂

三乘輻子緩緩行什二班衙役緊緊足艮

開蝿喝道多熱閑昇不覺來到萢府門

ｲ|－門公聴着，我家徐老爺要見萢状元。イ|"諸少待。啓老爺，外面

徐大人要見。祥ロ分附大開正門，出外迎接，徐大人請。昇萢大人

請。祥不知徐大人到府有何貴事？昇萢大人嚇，請休叫出我的母

親，下官要接他回府。祥徐大人祢真的説笑話了，我的府中乃會有

休的娘親。昇萢大人作府中的張媚媚就是我的娘親。多蒙大人留進

府中，今日一來向大人叩謝留母之恩，二來接我十八年前失散的娘親

回府。祥徐大人祢十八年前失散的母親乃是我的親娘，乃襄會是作

大人的母親，何況我ｲ門已是母子相認了。昇萢大人當初我母親是休

留進，我應當知恩重報，如今祢扣押我娘是何道理？祥徐大人他分

明是我的母親，祢今來我府中無理取閑，祢莫非心'|襄不良，要折129散

我ｲ門母子不成，真真豈有此理。昇萢瑞祥作身爲N犬元，又是朝中忠

臣,寛敢槍母奪娘,我與祢去見巡按大人評理。祥難道我伯祢不成，

左右起道巡按府。什嗅。

祥可恨徐昇無理心槍奪我娘不該應

二人共去到巡按府巡按足艮前把理評

'29原嶌作‘‘折"'形近而就，今正。
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不表二人路來行傑要表巡按坐公庭

眼前皆赤子，頭上有青天，下官李天保，只因那年家郷連遭災荒，父

母餓死，我多蒙嬉娘收善，帯同二個堂弟一同逃荒他郷，誰知不測'30

風雲，堂弟被人槍走，男一堂弟寶與別人，我與嬉娘耽摘l31在客店，

不料店中失火，與嬉娘失散，我一路流浪來到京邦，正逢着羅王爺前

來遊街，見我喜愛，橦我在他府入寳爲婿，萬歳面試，封我爲二省巡

按，我四虚伐尋打蕊熔娘下落，並無消息，嚇嬉娘嚇嬉娘，未知祢身

在何方，正叫我天天掛念人也。

當年家郷遭災荒四人出外來逃荒

二個堂弟無齪影大火失散了嬉娘身

多蒙王爺招愛我萬歳封我巡按治萬民

我幾次派人去尋訪未知嬉娘在何方

慢表天保在思念豐允要表二個状元郎

昇來此公堂待我鑿鼓イ|･嗅……啓奏大人有人鑿鼓保如此昇

堂，來呪傳鑿鼓人上堂。イ|・嗅……掌鼓人上堂。二允参見巡按

大人。保原來二位状元公免禮，免槽，不知二位駕到所告何人，乃

個原告。祥我是原告。昇我是原告。保二位H犬元公既然都是原

告，總有先後，讓我一個一個問來，徐大人，我看還是祢先説。界

巡按大人容稟，

家住山束歴城縣李家莊132上我家門
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｢双状元宝巻」校注

我母名ﾛﾘ張素珍家郷遭災逃出門

只因肚中受飢寒將我責到徐家門

昨日繼父大壽日特將請帖到萢府

娘在萢家倣傭人代他送槽到我門

繼父與他來相認母子相逢喜歓胸

今日輻子接娘親誰知状元無理性

扣押我娘不放行還説是他親娘親

有意與我尋開心還望大人判断明

保'3＄如此説來張素珍就是祢的母親，萢状元追就是祢的不對了。既

是徐状元的母親理應奉送歸他。祥大人祢不要悪他胡説，難道我天

子門生會倣此事保既然如此祢也説祢的道理祥巡按大人謡着，

下官出生山東城歴城縣内李家村

我母三字張素珍家郷遇荒逃出門

這個我早已説過，大人祢不要轆他胡説。保讓他講下去。

祥只因難以'34過光陰招商店内暫安身

乃日萢員タト收房金田員外將我槍回門

我在萢家十八春養父將我香成人

乃日遅考中状元路過老人苦凄惨

脆倒我的輻面前我妻時眼花頭發昏

我見老人實可憐將地留進在府門

保既然留進祢府門後來何故母子認
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祥只因思兒娘悲傷對着小畦暗涙淋

香母再三來盤間我娘流浪訴哀情

原來是我親生母因此後堂母子認

保如此説來祢也是張素珍的親生，休將睦子享來，我看。界大人

我也有一隻蛙子。保二位不必争論，且到内堂息息，候本部判断。

祥界多謝大人。保嚇呪且住，莫非二個状元就是我的二個隻胞

胎的堂弟不成，造……造又太巧合了。

聰他吉來心暗喜原來嬉娘在此地

二位状元是堂弟事奪親娘我心歓喜

嬉娘果然好福氣有二個孝順状元子

我把嬉娘接府襄詳細情況間問伊

不錯既然嬉娘已到，我不免去接他前來，左右備輻一乘去萢府接張老

夫人到來。（|･是。乃衙役不到一刻辰光便將張夫人接到。イ|"報張

老夫人接到。保打輻上來。什是。芯大人在上民婦叩見。保老

夫人快快請起。悲不知大人叫我民婦到來何事。保老夫人今日二

位状元前來公堂告状，都道祢是他的親生母親，下官難以判断，所以

請祢到來，祢去認來，椰個是祢的親生兒子？芯啓稟大人二個都是

民婦的親生兒子。保老夫人既然二個状元都是祢的親生兒子，作又

何故會落在他的府中？芯大人容稟，

老身名叫張素珍家住山束歴城縣

外出逃荒住客店小兒飢餓突連連

爲活命忍痛小兒寶又一小兒被人槍
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失散佳兒小天保到虎伐來無尋筧

二兒今日來相逢多謝天上菩薩保

保ロ阿呪聰他吉來,果然是嬉娘來了,嬉娘在上受佳兒一拝。悲呪

休口穗嬉娘，倒是何人？保嬉娘，我是天保。悲呪原來祢是天

保。保嬉娘。悲佳兒。似嬉娘I牙……

鮠在地上嬉娘叫且聰天保説端詳

自從那日失散後我一路求乞到京邦

幸鱈王爺來撞愛他府入贄作慎憐

去到皇上達奏本皇上封我爲巡按

四虚尋伐祢嬉娘毫無音訊暗悲傷

總道今世無希望誰知相逢在今朝

悲嚇，佳兒，常吉道皇天不負苦心人，今日總算我ｲ門閨家團圓135了，

真真謝天謝地，未知我二兒人在何虚。保堂弟都在後堂，待我叫他

｛門出來，二位状元公請。二元母親。悲兒呪祢ｲ門二人不必聿論，

作｛門二人都是我的親生兒子，作{門是隻胞胎兄弟，今日祢二在公堂上

奪母，都是對娘的一片孝心，這位巡按大人是祢二的堂兄，就是爲娘

在十八年前失散的佳子，祢ｲ門快快去見過堂兄。二元咳兒遵命，堂

兄請。裸二位堂弟請，嚇，蟠娘今日我ｲ門閨家團聚，真是菩薩保佑，

謝天謝地，等明日早朝我與堂弟奏明聖上，回家祭祖。悲佳兒言之

有理。保如此佳兒内備酒筵喝團圓酒熱閑一番便了。

後堂撒酒酒多熱閑母子相逢喜非常

'35原惠作6@B",今正。
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悲歓離合樂陶陶136三人角斗酒敬高堂

四人談到黄昏後各自回府意表章

保青天紅日東昇起車馬轄子上早朝

三呼萬歳金階上脆在丹塀l37奏君皇

臣李天保有本啓奏。皇愛ﾘ即奏來。保啓奏萬歳，臣因那年家郷閑

荒，由嬉娘張素珍帯堂弟出外逃荒，後來四人失散，嬉娘受壼了千辛

萬苦，今日オ得團圓，二個堂弟徐昇與萢瑞祥已與嬉娘母子相認，望

萬歳定奪。皇愛ﾘ即所奏寡人倶已明白,張素珍爲人可佳賢徳無隻，

封爲重義夫人，欽賜鳳冠霞侃，三位愛ﾘ即忠孝節義官封二品，徐國棟

善子有功，有仁義之心，官封七品侍郎，李氏扶養苑ﾘ即有功，封爲真

節夫人，王雲霞封爲賢徳夫人，金臘婿爲人勢力刻薄，本當議罪，難

爲他有心悔改，從寛發落，既往不答l38,封爲一品夫人，各賜鳳冠霞

侃，奉旨回家祭祖，事畢回京奉職，欽旨謝恩。

三三宮萬歳萬萬炭。

三人謝恩出朝庭什文武官員齊送行

鳴蝿唱道多熱閑昇威風凛凛往前行

祥一路行程不停留不覺已到府培門

母親在上咳兒叩見。李兒研，罷了。昇咳兒拝見参参。徐兒嚇，

罷了。祢今日早朝歸來,未知萬歳是否准奏。昇釜釜萬歳欽賜官帯，

官封休七品侍郎，請釜釜穿十八起來。祥嚇母親，萬歳欽賜祢鳳冠

136
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霞侃，請母親穿十八起來。李吟……倣人總要良心好，拾來兒子比

親生還要好，今後我要在後堂日日念經念佛，槽拝観音菩薩。保嬉

娘多蒙皇上恩賜閨家團聚,共享實貴。芯二個兒子各生一子一女，

接續後代，官登及第，父子同朝爲官，李氏萢氏堅心修道，齋僧怖施，

廣積善徳，勧化世人，功徳無量，壽主百歳，無疾而終，玉旨一道命

金童玉女接引西方，位列仙班。

墜状元寶巻前後二本四回，恩怨分明，孝義隻全，藺桂芥芳，金玉滿

道，大叙'39團圓，拝謝皇恩。

隻状元寳巻喧完全古鏡重磨照大千

天保忠心多孝道官爲巡按立朝綱

瑞祥待母多賢孝官封及第保皇朝

徐昇對母壺孝心壯元及第耀門庭

徐國棟爲人多善心官封七品伴聖君

素珍爲人多賢良苦壼甜來人上人

萢老夫人靜修行童女接行上西天

徐氏大娘心本善孝感140動天也上天

爲人總要良心好世界頭上有青天

爲人要有善徳心菩薩祖宗有感應

爲人想積無量福慈善總會常光臨

若能積得無量福千秋萬代子孫賢

喧完一本状元巻勝過多少阿彌陀

同下｛
子略

Ｌ
之

く
う
”，

感

訓
“

而
爲

近
疑

立
日
７

７
”

”
千
一

序
“

“
作

作
嶌

嶌
原

３
．
４

９
０

－66－



散楽の源流と中国の諸演劇・芸能・民間儀礼に見られるその影響に関する研究

今日夜喧完H犬元巻一年四季保平安

請注意 修改本!“

十二月撒鮮花

正月オ香花

銀杏花
一
一

三碧桃

四薔薇

五石榴

六白 荷

七鳳仙

八金 桂

九黄菊

十芙蓉花

十一莉芝

十二臘梅

團圓花

'41因爲字嶌得不好，在此向言壹者道款。(命氏)。
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